〔南山苑事業報告〕


平成１７年度　南山苑事業報告

事故対策委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　谷地　奈津子　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　庭田　太樹

【報告概要】

　　  事故後の対応、家族連絡や緊急連絡の手順、役職者への連絡手順をマニュアル化する事で、迅速かつ適切な対応を職員に義務付けた。又事故防止意識の向上、事故の再発防止を念頭におきどのように事故報告書を活用していけばよいのかを考え活動した。

　

【報告項目】

１.委員会の開催

２.職員への教育指導

３．データベース作成

４.各種事故対応マニュアルの作成・見直し

５.リスクマネジメントについての教育指導

【報告内容】
１．委員会の開催について

月１回のペースで委員会を開催した。その他必要に応じ、電子会議室にて委員会を開催した。

２．職員への教育指導について

1） 事故防止意識教育

５月から事故報告書を各フロアに回覧する事で、事故防止意識の高揚に努めた。しかし特定の利用者様で同じような事故が何度か発生した為、事故後の改善策を徹底させる目的で一覧を作成、年２回に分けて掲示を行った。

２)個別教育指導

上期には職員側の要因での事故（脱苑）が中等度フロアで１件発生した。各フロアの事故対策委員が主となり、その都度フロアごとに技術の再指導を行った。

３）防止対策について

環境整備、施錠、清掃については各フロアの事故対策委員が主となり、フロアごとに指導を行い、常時安全確保の徹底を行なった。

３.データベース作成

        事故発生状況（資料１）【Ｈ１６年４月～Ｈ１７年３月までの事故統計】

事故統計を上半期と下半期に掲示した。

４.各種事故対応マニュアルの作成・見直し

１）各種事故対応

　　       事故発生後役職者への連絡手順として、発見者→Ｎｓ→主任（居ない場合は副主任）→相談指導員→課長と確立する事により、迅速な報告が可能となった。又、事故報告書作成について個人差が見られ、事故対応マニュアルを各職員に熟知してもらう為、事故報告書作成についての勉強会を開催した。

（Ｈ１６年８月２５日・２７日　水・金曜日 １７時半～  ３０名参加）

２）事故報告書書式について
1 管理者としての改善策の欄があったが、最終的に改善するのは現場でありフロアの職員の為、「改善提案」に訂正をした。

2 インシデント・アクシデント両方に対応できる事故報告書を使用しているが、今年度は全てアクシデントによる事故報告であった。

５．リスクマネジメントについての教育指導について

　　リスクマネジメントへの取り組みを通して、適切な対応ができる事を知って貰う為、勉強会を開催した。

（Ｈ１６年７月２０日・２２日  火・木曜日  １７時半～   講師 玉田課長  ３５名参加）

（資料１）
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平成１6年度　南山苑事業報告

感染対策委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　白川　千春

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　橋本　彩花

【報告概要】

今年度は全国的なインフルエンザ、ノロウイルスの流行に伴い、苑内でも感染対策の強化が必要とされた年であった。感染対策委員会では、各感染症者の把握、情報提供と共に、予防対策に取り組んできた。今年度苑内では、ＭＲＳＡ保菌者が1名、インフルエンザ罹患者が職員2名、入所者様1名、報告されている。委員会では、今後も感染対策の充実を図っていく。
【報告項目】

1． 感染症予防対策について

2． 衛生管理上の対応について　　　

3． ネットワークの活用について

4． 委員会の開催について 

5． 職員の啓蒙、勉強会の開催について

【報告内容】
 １．感染症予防対策について

１）インフルエンザ対策（ワクチン接種）

利用者様の予防接種は於本病院へ依頼し、１０月下旬～１１月中旬の２日間に分けて１２７名が実施した。職員の予防接種は、１１月中旬に１０３名実施した。また１０月より職員の出勤時の含嗽（イソジンガーグルを使用）と手洗いを励行したが、１月のインフルエンザの流行に伴い、再度徹底の呼び掛けをした。しかし、今年度３月に職員２名、入所者様１名がインフルエンザに罹患した。

２）疥癬対策

利用者様の入浴の際には、六一〇ハップの使用（３月～９月）を継続している。ベッド・マットレス等の日光消毒は、５月下旬から８月まで各フロアにて取り組むようにした。疥癬の罹患者はいなかった。

３）食中毒対策

面会者の差し入れについては、ポスターにてご家族へ呼び掛け、個人管理できない方はステーションにて管理するよう努めた。また、残食の取り置きをする入所者様については、各フロアにて定期的に居室、チェストをチェックした。苑内での食中毒の発生は報告されていない。

４）ＭＲＳＡ

入所前検査にて対応している。また、苑で抗生剤を長期内服され方には、検査を施行した。ＭＲＳＡの保菌者については、上期に入所者様が１名、確認されている。動向については別表１の通りである。

５）結核　　

入所前検査にて対応し、咳嗽等の症状の持続する方の定期的検査を行った。現在罹患者はいない。

６）その他

ＨＢＶ、ＨＣＶ、ワ氏についても、入所前検査にて対応している。またキャリアについては、経過録の表に明記している。

各感染症の予防対策については、来年度も引き続き行っていく必要性がある。感染症について入所前検査にて対応しているが、中には漏れている方もあり、入所時苑にて施行した。再度入所前の検査の徹底とチェックを行っていく。

２．衛生管理上の対応について

１）職員の衛生管理

　　　　　　職員が感染源にならないように、１０月から出勤時の含嗽、手洗いの励行に努め、インフルエンザの流行時期に伴い、資料の配布を行い、徹底の呼び掛けをした。また、申し送り時、トリゾンラブ携帯のチェック行い、消毒の徹底に努めた。しかしインフルエンザの罹患者が２名出ており、引き続き、流行時期に予防法などの勉強会を開くか、資料を配布するなどの啓蒙が必要と思われる。

　　　　　

２）苑内の衛生管理

居室、廊下の清掃については、各フロアで徹底している。９月下旬より加湿器を使用しており、加湿器の洗浄、管理は各フロアにて行った。

３）面会者への働きかけ

１１月に面会者向けのポスターを作成し、風邪症状のある方の面会の考慮や手指消毒に関し呼び掛けた、１２月に御家族向けのリーフレットを作成した。１月には全国的なノロウイルスの流行に伴い、吐気、下痢症状のある方の面会の考慮に関し、ポスターを作成、掲示した。

　　　　　　ポスターについては、時期に応じた掲示内容が必要とされる。

３．ネットワークの活用について　

感染症の発生時、感染者、感染経路の特定をし、各フロアに回覧し、情報提供を行った。

４．委員会の開催について

委員会を開き、苑内の感染症発生の有無と対策の確認を行った。業務の関係で当初予定していた日程に行えなかった。また、5月に職員と入所者様に感冒が流行、１月にノロウイルスの注意報の発令とともに、緊急に委員会を開き対策の徹底を図った。（別表２参照）

５・職員の啓蒙、勉強会の開催について

　　　　　感染症の流行前に、勉強会開催、職員への啓蒙をはかった。業務の関係で当初予定していた日程に行えなかった。

　　別表１　感染症罹患者動向

	罹患者名
	確　認　月　日
	感　染　経　路
	転　帰

	Y．I様

【ＭＲＳＡ】


	Ｈ１６年７月３１日


	他病院に入院中、咽頭より（+）であった。７月１９日入所となる。入所前検査で（－）となるも、７月３１日の再検査で（＋）であった。　　　　　
	８月１７日

９月１日

には（－）となる。

	H．T様

【インフルエンザ】


	Ｈ１７年３月１５日


	１１月８日に予防接種を実施する。

３月１５日苑にてインフルエンザと診断する。
	内服にて治癒する。


別表２　委員会開催内容　

	開　催　日
	内　　　　　　　　　　容
	参　加　者

	４月２１日
	Ｈ１７年度委員会活動計画、　疥癬対策について
	　４　名

	５月１６日
	疥癬対策、職員、入所者様の風邪の流行、含嗽について
	　４　名

	６月１７日
	食中毒、感染対策マニュアルの見直しについて
	　５　名

	８月１６日
	インフルエンザ対策について
	　５　名

	１０月２１日
	インフルエンザ予防接種の日程、手順について
	　４　名

	１２月２０日
	インフルエンザ、風邪について、御家族向けのリーフレット作成
	　４　名

	　１月１０日
	ノロウイルス対策、掲示用手洗い手順書作成
	　４　名

	　３月２３日
	今年度のまとめ
	　５　名


別表３　職員への啓蒙、勉強会開催内容

　
	開　催　日
	内　　　　　　　　　　容

	６月
	疥癬の基礎知識、対策について（回覧式）
	　

	１１月
	インフルエンザについて（資料を各フロアに配布）
	　

	１月１３日～１５日
	院内感染対策のビデオ研修
	　


平成１６年度　南山苑事業報告
褥瘡対策委員会
　委員長　　福士　亜希子

【報告概要】
　今年度より、当施設において褥創対策委員会を発足した。苑内においても、利用者様のＡＤＬの低下、介護度が重度化していく中で、褥創対策は不可欠なものになっている。そのような中で褥創対策マニュアルを作成してきたが、きちんとアセスメントできている状況とはいえず、又、啓発活動を積極的に行なえなかったこともあり、全職員が褥創予防に関心を持つまでには至らなかった。

　　　　　　　　　　
【報告項目】
１．委員会の開催
２．褥瘡予防対策
３．褥瘡の評価・検討
４．処置内容の見直し
５．現状の把握
６．情報の共有化
【報告内容】
　　１．委員会の開催
１）定例委員会　　　　　　　　　
委員会は毎月、月末の金曜日に１７：３０から診察室で開催としたが、日程日に開催出来なかった際は各自のＷＩＺのメール上にて、委員会開催に関しての案内及び委員会内容に関する情報交換を実施した。
　　委員会開催内容
	月　　日
	内　　　　　容

	４月２８日
	今年度の方針について

	５月２５日
	勉強会【ブレ－デンスケールとは？】

	６月２１日
	マニュアル内容の検討

	７月２２日
	マニュアル内容の検討

	９月２６日
	評価・アセスメント


	１０月２４日
	評価・アセスメント

	１１月２８日
	評価・アセスメント

	１２月２６日
	評価・アセスメント

	１月２２日
	評価・アセスメント

	２月２７日
	評価・アセスメント

	３月２６日
	評価・アセスメント　　今年度のまとめ


２．褥瘡予防対策
１）褥瘡予防マニュアルの作成
介護・看護全職員が理解しやすく実践しやすい褥瘡予防マニュアルを作成していく予定であったが、計画性に乏しく具体化出来ていなかった事と青南病院からの資料提供を受けるも実施にまでに至らなかった為、完成する事ができなかった。

次年度の課題とする。

　　　２）褥瘡予防教育
　　　　　個人のブレーデンスケールの結果をもとに、体位変換やコンチネンス・ケア、栄養管

の統一化を図るため、予防対策の勉強会を実施した。参加できない職員には、フロアに資

料を回覧した。
勉強会内容
	月　　日
	内　　　容
	参加人数

	５月２５日
	ブレーデンスケールとは？
	　　１３名

	９月１８日
	褥瘡対策・予防法について　
	　　１４名

	２月１３日
	処置方法について　
	　　１０名


３．褥瘡の評価・検討
　　　　　ブレ－デンスケールをもとに評価してきたが、きちんとしたアセスメントが出来なかっ

た為、ケア検討や治療に対する見直しはできなかった。

　　

４．処置内容の見直し
　　　　褥瘡の状態や全身状態等に合わせた治療・ケアを行なっていけるよう治療法についてナー

スカンファレンスの場でも検討した。処置内容（ラップ療法など）の情報収集はしたものの、

実際現場で取りいれる事ができず、従来通りの処置方法で、処置を行っており、褥創の改善

の為にも早急に見直しをしていきたいと考える。

５．現状の把握
褥瘡の写真を撮り、残すことにより状態の把握や処置内容を明確にしていくことにつなげていった。しかし、徹底されておらずデータとしては不十分である。

６．情報の共有化
　　褥瘡の状態、治療法等、委員会での評価やアセスメント情報を、各委員が部署に持ち帰

り報告し共有化に努めた。
平成１６年度　南山苑事業報告

接遇向上委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　福士　亜希子

副委員長　　高坂　　和恵

【報告概要】

　　面会者へのアンケートの実施や職員からの積極的な声掛けにより、周囲からの意見を取り入れ改善するべき事は改善していき、入所者や面会者が共に楽しく快適な時間を過ごして頂けるようにするほか、全職員の接遇に関する知識や対応の向上を援助していく。

　

【報告項目】

１．サービス

１)家族対応

・挨拶と身だしなみの徹底

・目安箱の実施

２．教育

１)スタッフミーティングの開催

２)禁止項目の貼り出し

３)ロールプレンイング指導

３．その他

１)環境整備

【報告内容】

１．サービス

１)家族対応

①挨拶と身だしなみの徹底

・毎月、事務内に挨拶や身だしなみに関しての張り紙の掲示を実施。

　　　　　・身だしなみに関しての自己評価を実施。

　　　　　　　集計結果

　　　　　　　　↓

　　　　　　　　↓

・朝の申し送り時、身だしなみチェックを行い、入所者や面会者に不快感を与えないようにする。

　　　　②目安箱の実施

　　　　　各入所フロアの出入り口に、ご家族からの意見・苦情を処理できる為に「目安箱」を設置し、常時意見・苦情を投函できるように実施。

　

　　　　

２．教育

1) 禁止項目の貼り出し

身だしなみに関する禁止項目を各フロアに掲示する。

(６月上旬実施予定)

2) ロールプレンイング指導

家族からの外線や夜間帯の緊急時を想定し、家族への電話対応をマスターする為に全職員対象の勉強会を実施。（２回実施）
３．その他

１)スタッフミーティングの開催

　月１の上旬をペースにスタッフミーティングを行う。副委員長とも上手く連携し、委員に仕事を効率的に進むよう支持していきたい。

２)環境整備

　掲示物が古かったり剥がれていないか、季節に合った装飾が飾られているか、また破損している箇所はないか、利用者様の身だしなみは大丈夫であるか、事故が発生しない環境であるか等をチェックし、火曜日の役職者の巡視の際にも評価して頂き欠けている点は各フロアの

の環境整備担当と連携し快適な生活の場を作っていく。

３)一年の活動予定図

	
	活動内容
	備考

	４月
	・事業計画　・第１回家族アンケート作成
	

	５月
	・第１回家族アンケート実施
	

	６月
	・苦情に対する改善策を掲示する。

・身だしなみに関する禁止事項の掲示
	

	７月
	・新人ロールプレイング指導（電話対応）
	

	８月
	・環境整備
	

	９月
	・環境整備
	

	１０月
	第２回家族アンケート作成


	

	１１月
	第２回家族アンケート実施
	

	１２月
	・環境整備
	

	１月
	第３回家族アンケート作成
	

	２月
	第３回家族アンケート実施

５月・11月のアンケートの総評価
	

	３月
	今年度の報告書・来年度の計画書作成
	


平成１６年度　南山苑事業報告
行事委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　福士　一

　　　　　　副委員長　秋山　麻衣子

【報告概要】

　利用者様の日常生活の活性化と人間関係の広がりを図り、苑内行事・野外行事を計画した。また、地域との交流・開かれた施設を目指しプログラム運営を行った。

【報告項目】

１．サービス

行事実施内容

　２．教育

各フロア・他職種との連携、運営指導

　３．編集会議

編集会議の電子会議化

　４．慰問・ボランティア

【報告内容】

１．サービス

１）平成１６年度行事実施　　別紙１
２）行事全般の計画・報告

各行事実施にあたり、計画書の提出は１ヶ月前決定が基本になる為、計画書作成は実施日の2ヶ月前からの作成までとし、報告書の決済は2週間以内とした。しかし、前年度より行事回数が増え又、新たに行事委員として活動する職員も多く行事計画書・報告書提出日間近に提出する事があった。

　  ３）ミーティングについて

月初めの月曜日をミーティング実施日とし、その月の行事内容・注意事項・役割分担を細かく確認した。行事後は、反省点・意見を討議し次回へ生かせるよう反省会を行った。

　  ４）１１月～３月までの野外行事については、昨年度のインフルエンザの流行等が今年度も予想される為、中止とした。

　  ５）行事内容の検討

　　　入所の方にもっと外に出て頂き、季節感・充実感を味わってもらう事が出来た。又、人間関係の広がりを図る為、通所部門との連携を取り合同の行事を行った。

２．教育

　１）全職員の意識向上

　　昨年より行事委員が中心となり各行事の運営を行っていたが、さらにスムーズに進行できるように全職員が行事に対しての意識を高めるため、運営指導を設け、各フロア、他職種の連携を図った。

　　運営指導として、現在前行事委員と話し合い７月中にマニュアルを作成した。

　

２）他職種の連携

各行事に必要なボランティアの依頼。（計画書提出前にＯＴ部門を通し依頼する）

３）ボランティア教育

　各行事において、服装・接遇・注意事項・ボランティアの内容について説明を行い、ボランティア育成に努めた。

３．編集会議の電子会議化

各行事終了後、電子会議にて行事運営やプログラム内容についての反省・意見を寄せ、次回の行事運営に役立てるようにした。

４．慰問・ボランティアの依頼及びお礼文の徹底

　　１）慰問・ボランティアの依頼

　　　　募集・依頼は、行事で協力して頂いた学校・利用者様の御家族へ、ＦＡＸや広報等にて募集事項を掲載し、随時呼びかけた。又、苑周辺の地区を中心に慰問・ボランティアを呼びかけ、民生委員との交流も深め、開かれた施設を目指した。

　　２）お礼文の徹底

　　　　行事協力して頂いたボランティア・慰問の方々へ感謝の意と来年度も引き続き参加して頂く為に、各参加者へお礼文を作成し送付した。

別紙１

年間行事

	月
	日
	行事名
	場　所
	慰問・ボランティア

	5月
	１０
	春遠足
	こどもの国
	

	
	２９
	お食事・買い物
	ピアドゥ
	

	
	３０
	春の会
	２階大ホール
	田面木地区民生委員　　

	6月
	１１・２４
	お食事・買い物
	八食センター
	

	
	２９
	ふれあいの会
	２階大ホール
	八戸ウルスラ学院高等学校

小中野踊りクラブ

	7月
	８
	七夕まつり
	２階大ホール
	田面木保育園

アスネット根岸

	
	１２・１５・１６
	さくらんぼ狩り
	名川さくらんぼ農園
	

	
	２９
	納涼会
	カッコーの森
	下長中学校

	
	３０
	お食事・買い物
	ピアドゥ
	

	
	
	七夕まつり（ナイト）
	※連日の猛暑の為中止とした

	8月
	
	三社大祭
	

	
	２２
	南山祭
	２階大ホール
	下長中学校（慰）

チャイルドハウス（慰）

湊中学校（慰）

下長中学校（ボ）

光星学院（ボ）

南高校（ボ）

八戸社会福祉専門学校（ボ）

個人ボランティア（1名）

	9月
	１８
	敬老会
	２階大ホール
	福聚保育園

	
	
	収穫祭
	※ＯＴ部門で行った為中止とした

	10月
	２４
	運動会
	２階大ホール
	

	11月
	２８
	芸能鑑賞会
	２階大ホール
	田面木地区民生委員、ことぶき会

	12月
	２４
	クリスマス会
	２階大ホール
	田面木保育園

	
	
	忘年会
	※風邪の流行がみられた為中止とした

	1月
	２２
	新年会
	２階大ホール
	白山保育園

	
	
	よもぎもち祭
	※冬季はヨモギが無い為中止とした

	2月
	３
	豆まき会
	２階大ホール
	根岸保育園

	
	１８
	えんぶり鑑賞会
	２階大ホール
	下組町えんぶり組

	3月
	３
	ひな祭り
	２階大ホール
	是川中央保育園

	
	３１
	納会
	２階大ホール
	チャイルドハウス


平成１6年度　南山苑事業報告

防災委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　福士　一

　副委員長　梅花　秀行

【報告概要】

　　避難訓練は時間内訓練をクリアして実施することができた。また、避難誘導のマニュアルの見直しを行った。

【報告項目】

1． 防災意識の高揚

2． 消防、避難訓練の実施

3． 防災設備、備品の自主点検および防災用品の管理

4． 緊急連絡網の作成

5． 避難口の確保

6． 苑内勉強会の実施

　　　

【報告内容】

1． 防災意識の高揚

　　　　　避難訓練の前に職員に対して緊急時の行動、避難誘導の仕方についての説明を行った。

　　　　　火災予防週間に消防署から配布されたポスターを掲示した。

２．避難訓練の実施

	実施日
	想定内容
	対象者
	職員数

	　8月２７日（金）
	夜間
	入所者：１００名
	
	８名

	１２月１６日（木）
	日中
	入所者：　９９名
	通所者：２３名
	３３名


※今年度は消防機関の実地訓練は無かったが、訓練状況や設備状況を消防機関に報告。

※避難訓練時の火元確認、消防への通報、避難までの所要時間を予定内に終了。

3． 防災設備、備品の自主点検および防災用品の管理

　　　　　誘導灯、非常灯については、蛍光灯が切れる都度交換をした。

　　　　　火災報知器・消火器・消火栓の点検を６月と２月に行い、異常なし。

	品　名
	用　途
	個　数

	ランタン
	停電した場合に使用
	２５

	懐中電灯
	停電した場合に使用
	５

	発電機
	停電した場合に使用
	２

	ポリタンク
	水の確保
	１５

	ガスコンロ
	ガスが使用出来ない場合に使用
	４

	ブルーシート
	野外で使用
	１０


※保管場所は３F医局前倉庫

4． 緊急連絡網の作成

　　　人事異動や退職などの職員の変更があったときに随時訂正を行い各ステーションへの掲示と職員への配布を行った。

　　　１１月１９日(金)、未告知で実際に緊急連絡網を使用し、全職員に連絡が行き渡るまでの時間を確認した。未確認者はいなかったが、全職員への連絡には約１時間半の時間を要した。

5． 避難口の確保

　　　火気使用場所周辺の整理整頓を日常的に行い、引火物となるものを撤去している。

　　　　　電気錠の開閉の確認を8月と1月に行った。

　　　　　非常口の周りを毎月１回巡回し、すぐに外へ出られるように物などが置かれていないか確認した。

6． 苑内勉強会の実施

　　　７月９日、１０日と１１月８日、９日に全職員対象で緊急時の際の手順や対応の仕方を説明した。

１回目：避難訓練マニュアル

２回目：火災警報器の止め方・入所者様による誤報の対応

　　　　電気錠と自動火災報知設備の操作方法

平成１６年度　南山苑事業報告

電算化委員会

委員長　高成　恵里

　副委員長　川口　美佐子

【報告概要】

　　 　新たに導入となった、Ｗｉｚの操作方法を全職員へ習得させ、業務の効率化、情報の共有化に繋げる事を目的とした今年度の取り組みについて報告する。

【報告項目】

1.Wizの活用と操作の熟知

　2.パソコン上での管理できる書式類の見直しと作成

　3.職員教育について

　4.委員会ミーティングの開催について

【報告内容】
１． Wizの活用と操作の熟知について

１）前度後半からi-officeからWizへと変更になり、各職員が新しいソフトの仕組

みをよく理解し操作方法を熟知させるため、法人電算化で作成されたマニュアルを各部署のパソコン周辺にセットし、全職員が把握し使いやすくした。

　２）各部署の電算化委員をWiz操作の指導者（パソコンのトラブルシューティング、そ

の他の基本操作方法等を含む）とし、操作方法の育成を行い、その他の正社員･パー

ト職員に細やかな操作方法を常時教えられる体制を作った。

２．パソコン上での管理できる書式類の見直しと作成について
　　　　　　　書式類の見直しは、情報の取りやすさ、共有化、作業能率の向上、ペーパーレス　

　　　　　　化を目的とし、電算化委員会のミーティングで検討後、今年度1月より、ケアプラン

書式と業務日誌（看護･介護・ОT・支援相談部門）を作成し電算化を行った。

　　　　３．職員教育について

1） 各部署の電算化委員（パソコン操作とWiz操作方法の指導者となった者）が各部

署のパソコンを使い、各部門のスタッフを少人数に分けて、教育・指導を行った。日程は、1月20日より１月中に全職員への教育･指導を終了した。

　　　　　２）その他、日常のソフト・ハードの使用法に対する職員の疑問については、各部署の

電算会員が対応し、業務に滞りがないようにその都度受け付け、教育した。

　　　　　３）全職員への教育･指導が終了後、Ｗｉｚ操作方法について未習得の部分についての

アンケート調査を実施し、未習得の職員への個別指導を行った。

　　　　４．委員会ミーティングの開催について

　　　　　　ミーティングの開催については、当初はＷｉｚの操作方法で新たな情報が入ったら行

うこととしていたが、主に、届出の申請と業務日誌の回覧のＷｉｚでの電子化が

　　　　　導入前に委員への伝達、全職員への指導方法を兼ねて行った。また、その他月1回、以

下の課題を取り上げミーティングを行った。

	日　　時
	課　　　題

	H16．11月17日
	電算化できる書式類の見直しについて（業務日誌・ケアプラン）

	H16．12月1日
	書式作成振分け（業務日誌→各部署の委員、ケアプラン→高成）

	H17．1月19日
	Ｗｉｚの操作方法について

（マニュアルの確認・職員指導の計画・届出の申請･回覧の仕方）

	H17．2月9日
	

	H17．3月16日
	Ｗｉｚの操作方法についてのアンケート調査実施

　　　　　　　　　↓

集計後、未習得者への個別指導の実施


平成１６年度　南山苑事業報告
広報記録誌委員会

委員長　吉田　恵美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　金子　真子

【報告概要】

広報「南山苑だより」、「行事のお知らせ」を発行することにより他施設や地域の皆様、行事などでボランティアや慰問に来て下さる方々に対して南山苑を理解して頂き、施設ばかりではなく痴呆性老人に対する理解の促進、又、家庭でも出来る痴呆性老人へのケアの促進を図っていくことを目指した。

　　　

【報告項目】

　１．広報「南山苑だより」について（一部新規）

２．編集会議の電子会議化（継続）

３．構成内容の考慮（継続）

４．読者アンケートの実施（継続）

【報告内容】

　１．広報「南山苑だより」の発行回数について

　計画では偶数月の発行だったが、２ヶ月に1回、奇数月の発行になった。用紙はＡ４サイズからＡ３サイズ一枚にし、カラー印刷をし、地域の小中学校、八戸市内の高等学校や専門学校、地域の公民館に配布した。

２．編集会議の電子会議化について

　　　　発行前の２ヶ月前から電子会議室にて記事の内容について委員から募集を募る予定だったがうまく機能しなかった。
３．構成内容の考慮について

　　　１）苑内・外で行われる行事に参加し、行事に参加されている入・通所者、ボランティア・慰問に来られた方々にインタビューをし、その方々の声を記事にした。また今回は、各中学校や高校で行っている「介護教室」を記事に取り入れた。

　　　２）デジタルカメラにて写真撮影を行い、活動している様子を見やすくわかりやすく掲載した。また、入・通所者の顔写真が写っている場合には、本人と家族に説明し承諾を得た。

　　　３）読者の方々に読みやすいように文字の字体をすべて統一した。また、写真は何をしているか分かりやすく見やすいようにした。

　　　４）他施設の発行している回報がきた場合は、他の施設ではどのような広報を作成しているかを参考にして本紙と見比べながら改善できる箇所については参考にし、より良い回報に仕上げた。

　　４．読者アンケートの実施

　　　　通所の利用者様と入所者に面会にいらした御家族の方々対象にアンケートを実施した。アンケート内容と結果は以下の通りです。
　アンケート項目
①字の大きさ、字体は読みやすいですか？
②文章は読みやすいですか？
③内容は分かりやすいですか？
④用紙の大きさは適当ですか？
⑤今後、どのようは記事を登載して欲しいですか？
　　その他意見等も。

アンケート結果
	
	９月
	
	２月

	５
	・とてもカラフルで楽しく見やすい内容です。
・いつも楽しみにしています。今後とも宜しくお願いします。
・お年寄りの接し方など勉強になります。
	５
	・学校側として、他校でのボランティア参加状況について知らせて頂きたい。（来年度に上期と下期に取り上げていく予定。）
・記事内容や記事の構成など大変すばらしく、感じています。
・是非、今後もお世話になりたいと思います。


上記のような意見や要望がありました。今後に役立てたいと思います。

平成１６年度　南山苑事業報告

安全衛生委員会
　委員長　　森田　良信

【報告概要】　当施設における労働災害の防止及び快適な職場環境の整備を図り、その上で職員の安全と健康を確保するために委員会を開催し、改善・検討した。
【報告開催日】

委員会の開催

　１）定例委員会

1 毎月第２火曜日　13:30～14:00

	
	委員会開催日
	参加人数
	
	委員会開催日
	参加人数

	4月
	１３日
	８名
	10月
	１２日
	８名

	5月
	１１日
	７名
	11月
	９日
	８名

	6月
	８日
	７名
	12月
	１４日
	７名

	7月
	１３日
	６名
	1月
	１１日
	８名

	8月
	１０日
	７名
	2月
	８日
	７名

	9月
	１４日
	７名
	3月
	８日
	８名


【活動項目】

1． 職員の健康増進及び健康障害防止に関すること

2． 労働災害防止に関すること

3． その他、安全衛生に関すること

【報告内容】

1． 定例委員会において、下記の事項を協議・検討した。

1 過去1ヶ月間の労働災害発生状況の報告

・なし

2 病休・産休・育児休暇などの長期休暇者の報告

・産休：5名、育休：5名、病休：2名

3 その他、職員の安全衛生のために必要と思われることを検討・報告

4 国や地方自治体の労働安全衛生に関わる動向報告

平成１7年度　南山苑事業報告
研修委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　三本木　順子　

副委員長　北向　るみ子

【報告概要】
研修委員会は、苑全体のサービスの向上を図るため、施設で働く上で必要な知識、技術を向上させることを目指し研修を実施している。今年新たに取り入れた回覧式だが、職員が各自で空いている時間に資料を確認し把握できるという事と、個人に資料を配布せず回覧式にしたことによって、コスト削減と共に全員が資料に目を通す事ができた。又、その他の勉強会では、ビデオ研修や実技を積極的に取り入れ、よりわかりやすくなるようにした。
【報告項目】
1． 苑内勉強会について

2． 実地研修報告会について

3． 学術研究発表について

【報告内容】
1． 苑内勉強会について

　１）勉強会の開催

・４階苑長室にて勉強会を開催した。（毎月１～２回１７：３０～）

　勤務で出席できない人の為に数回実施し、少しでも多くの職員が参加できるように日程を組んだ。

（日程は別紙１参照）

・勉強会担当者は期日までに勉強会の資料を作成。勉強会1週間前に研修委員と担当者でミーティングを行う予定だったが、担当者と時間を作る事が出来ず、2、3日前になり話し合い不足になってしまった。研修委員は全ての研修内容を把握し事前に準備を行う事ができた。

・勉強会の資料を電子会議室の研修委員へ保存し、誰でも見られるようにする予定だったが、出席できなかった職員へ直接資料を配布し対応した。

２）アンケートの実施

・アンケートを実施し、反省・改善点を次回に活かすことができた。（アンケートを元に「今後やってほしい内容」を別紙1へ参照）

３）アチーブメントテストの実施

・勉強会終了後アチーブメントテストを実施し、内容の把握、レベルアップを図ることができた。

４）日程の掲示

・全員が事前に勉強会の内容を把握できるよう、日時を示した連絡表を掲示した。

５）電子会議室の活用

・毎月1回ｉ－ｏｆｆｉｃｅ電子会議室内にて問題を掲載し、期限内に全職員に回答させる「南山塾」は１６年度より主任へ移行し現在も実施している。

６）研修委員会の開催

・毎月1回第３金曜日、研修委員会を開催しアンケートを基に反省・改善点等を話し合う事が出来た。

７）実技研修・ビデオ研修

・勉強会では実技やビデオ学習を積極的に取り入れ、わかりやすくする事が出来た。

・今年新たに導入したものとして、毎年実施している感染予防等の予備知識として必要なものは資料を各フロアへ「回覧式」として配布した。

＜考察・次年度への提言＞

　　　アンケート結果から、多くの職員が「仕事の進め方」「業務の優先順位」「職員間の連携」等業務について不安に思っていることがわかった。次回はロールプレイングを含めた業務の進め方についての研修を取り入れていきたい。

2． 実地研修報告会について

１）研修の参加

・実地研修終了後、実地研修報告会を開催する事が出来た。(日程は別紙1参照)

・報告会担当者は期日までに報告会の資料を作成。報告会1週間前に研修委員と担当者でミーティングを行う予定だったが、担当者と時間を作る事が出来ず、2、3日前になり話し合い不足になってしまった。

２）日程の掲示

・より多くの職員が参加できるよう、日時を示した連絡表を掲示できた。

３）アンケートの実施

・報告会終了後、アンケートを実施し、結果を各フロアへ報告した。

＜考察・次年度への提言＞

　　　　実地研修報告会の開催が遅れてしまった為、次回は実地研修が終了してから１ヶ月以内に開催できるようにしたい。又、報告するだけでなく終了後に実施したアンケートを元に、業務や利用者様へのケアの改善に繋げていきたい。

3． 平成１６年度学術研究発表会について

１）発表前のパワーポイント、スライド、プロジェクター等の使い方の講習会は、電算化委員会から各担当者へ個別で指導を行った。

　　　　　

２）各担当者で発表し合い、意見交換をした。又、他部門の主任や副主任にアドバイスをもらい研究を進める事ができた。

３）テーマ・研究内容の早期決定により、内容の濃い発表が出来るよう促した。

＜考察・次年度への提言＞

昨年に引き続き法人研修委員会の計画に基づき進めていく。又、南山苑法人研修担当者からの報告・連絡を細めに行っていく。

別紙１

　【平成１6年度苑内勉強会スケジュール】　　
	開催日時
	内容
	講師
	全体出席率

	5月20、21日
	「褥創、拘縮予防について」
	看護課　下遠　笑子
	79.5％

	6月中
	回覧式「疥癬について」
	感染対策委員

橋本　彩花
	１００％

	7月20、22日
	「リスクマネジメント」
	サービス管理課課長

玉田　美千栄
	89％

	8月25、27日

8月25日
	「事故報告書の作成について」

「実地研修報告会」
	事故対策委員

庭田　太樹

介護課　中城　真琴
	77.5％

	9月18日

9月13、
	「実地研修報告会」

「流れ作業にさせないケア」
	介護課　竹内　健太

介護課　谷地　奈津子、

佐藤　あゆ子
	67％

	10月15、19日
	「摂食障害について」
	介護課　吉田　美佳
	79％

	12月15日
	「実地研修報告会」
	介護課　梅花　秀行

　　　　金子　真子
	83％

	1月13、14、15日

1月26、27日
	ビデオ研修「それでいいの！？院内感染対策」

「電話対応について」
	感染対策委員

接遇委員　高坂　和恵
	85％

83％

	2月15、16、18日
	「介護技術」
	介護課　田中　蘭

　　　　竹内　健太

　　　　松橋　直子
	９４％

	2月28日～3月6日

3月7日～3月13日
	ビデオ研修「成果を導く仕事の進め方」

　　　　　「室の高いコミュニケーション」
	なし
	５１．４％
４８．４％


【勉強会終了後のアンケート結果】

(1) 今後やってほしい勉強会はありますか？

· 家族対応　　　　　　　　　　　　　　　・介護技術

· ケアプラン作成について　　　　　　　　・業務改善について

· 緊急時の対応（応急処置）　　　　　　　・痴呆高齢者の対応

· 褥創予防　　　　　　　　　　　　　　　・トランスファー

· 介護福祉士に向けての専門知識　　　　　・ユニットケアについて

· 腰痛予防　　　　　　　　　　　　　　　・ストレスについて

· 他の老健との意見交換

